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連絡先…


鈴鹿市神戸６‐２-24


　(０５９‐３８２‐


　　　　　　　００８１


または、亀山市レクリエー


ションクラブ（小林）へ。








　秋です。厳しかった残暑でなまった体と心を楽しみながらリフレッシュしてくれるのは、ニュースポーツです。


　私たちのクラブは、「大会に出ることが目的ではなく、自分達の健康・楽しみ・心のいやし・仲間との楽しいおしゃべりをモットー」にしていたぬ





自然・創造・生活をテーマに


〝バルタン星人〟と呼ばれ


休日ごと子どものガキ大将に　　　





●あなたも、


ぜひ仲間に
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●さくら名所めぐりハイキング


　　　（さくら祭り行事）


　　20年４月６日（日）


　　　午前８時30分


　　　　　 亀山城集合


●総会


　　20年４月29日(祝)


　午後２時～


　亀山市市民協働センター


　　　(東町・元百五銀行跡)


　　　　　大会議室


    詳細は第１面を参照


●あそびフェスタ


　　20年５月５日（祝）


午前10時～午後３時


　亀山公園芝生広場


     詳細は第２面を参照


●ウォークラリー


　　20年５月25日（日）


　　　午前８時45分～受付


　亀山市立神辺小学校


　　　詳細は１面参照


●エアロビクスセミナー


　　（好評につき


今年度も開催）


20年４月27日（水）


　　　  ５月14・28日（水）


６月11・25日（水）


　　　午後７時30分～９時


　  亀山西小学校体育館


参加費　１回５００円


　　　　　　　会員３００円


　　　














●





�たし


●東野体育館


ニュースポーツ一般開放日


　　毎週月曜日


　　　午後１時～５時


　　　午後７時～９時


（ただし、専用使用が入っ


ている場合は中止なので、


お問い合わせ下さい）


　東野公園体育館


　　　　　℡83１８８８
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●あいあいふれあい


レクタイム


20年４月10日（木）


20年５月8日（木）


20年６月12日（木）


　　　午後１時～２時


　　あいあい二階大広間








《あ・と・が・き》


◇桜の季節です。冬の寒さが厳しい年ほど桜の花は美しいといわれますが、それを実感する今年の花の見事さでした。この４月は、亀山レクリエーション協会の４年目のスタートの時でもあります。当「レクだより」も12号を重ねました。スタッフ一同、初心に返り「会員の皆様・市民の皆様と対話する会報」を目指します。各位の〝声〟ぜひお寄せください。　　　（Ｎ）　　　　　　　　





行　事　予　定








〝子ども〟と〝遊び〟をキーワードに


様々な活動をする


　　　　安井　尚志　さん





　安井さんが「子どもの遊び」に関心を持つようになったのは、学生時代です。遊びも含めた家庭教師をしたことがキッカケでした。子どもの持つ創造力、感性、そのエネルギーに驚きの連続でした。


三重に戻り、子ども劇場に出会い、活動する中で、自分の子ども時代を重ね合わせました。自分は農林業に従事する親の下で野山を駆け回って草花を摘み、クリやドングリの実を拾ったり、時には同じ小学校に通う年上の子や小さい子と一緒になって、息を切らして走り回った思い出がよみがえりました。その中で、「生きていく力」の多くを遊びの中で学んできたことに気がつきました。


遊びは――


「生きていく力」


以来、安井さんは会社勤めの傍ら、非営利特定活動法人「こどもサポート鈴鹿(旧・鈴鹿こども劇場)」や三重県人形劇協会などに所属。また、さまざまの団体や個人グループと「遊」をキーワードに活動してきました。


今、安井さんは


●自然の中で遊ぶ…四季と共に移ろう自然を観察する、自然の恵みをいただき食べてみる、キャンプやハイキング、闇との語らい、雨や風も楽しむ、森の音楽会や朗読など


●創造して遊ぶ…ドラマワーク(さまざまの表現手法を使い、人間関係を深めるワークショップ)、クラフト(流木アート、楽器作り、手品など)ワークショップ


●生活を遊ぶ…季節の行事にちなんだ遊び、凧作り、コマ回し、流しソーメン、シャボン玉、焚き火、焼き芋など


をテーマとして、子どもたちから〝バルタン星人〟と呼ばれ、ほとんどの休日をいろんなところで子どもたちと一緒に遊んでいます。子どもたちは「絶滅してしまったと思われていたガキ大将(だいぶ齢はとっているが)が現れたと感じてくれているのかも知れない」と、実に楽しそうです。


遊びは低カロリー


の物の方が楽しい


　安井さんの子どもの遊びについての持論は、「遊びは低カロリーの物で遊ぶ方が楽しいと思っている。今流行のＩＴ機器を使った遊びはとってもカロリーが高いと感じている。遊び道具そのものがエネルギーを持っていて誰でも簡単に楽しめる。でも低カロリーな物で遊ぶためには、人間が相当の英知を働かさないと遊びに火が付かない。そこが面白い」「楽しく遊びたい心と、集まった人々と、そこにある何でも組み合わせて楽しい時を共有することが、遊びの醍醐味」とのことでした。














わたしと「こどもと“遊び”」
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